
 

 

 

 

 

私事をぴっぴだよりに掲載させて頂くのは大変恐縮ではございますが、この場をお借りして

記させて頂きます。昨年２０２４年７月７日に入籍いたしまして、昨年の学期末にはみなさま

からお祝いを頂き本当にありがとうございました。お祝いのお手紙の末尾に掲載されていた婚

姻生活継続の思いを、誠に恥ずかしいのですが勝手ながら提出させて頂きます。提出期限を過

ぎてしまいすみませんでした。僭越ではございますが、この想いを受け取って頂けましたら幸

いです。 

 

 

継続への想い                      名前 菅 このみ     

 

まずは皆様、2024年7月のぴっぴだより特別号にてたくさんの温かいお祝いの言葉をくださ

り本当にありがとうございます！ 

陶芸の旅や街中でお会いした際などに直接伝えてくださる方や、ホームパーティに招待して

くださった方もいらして、感謝の気持ちでいっぱいです。 

ゆうすけとは2024年の七夕に入籍し、ようやく一年が経ちます。変化の大きい一年だったな

ぁと振り返ってしみじみ思います。 

昨年末に私が体調を崩し、新卒から働いていた会社をお休みすることになり、ゆうすけと一

緒に過ごす時間がグッと増えました。一緒に食事をする機会も多くなり嬉しい反面、お互い

のための適度な距離感を保つ方法や、モヤモヤの伝え方など色々な課題も見えてきました

（笑）人と真っ直ぐ向き合うことから逃げてきた私は話し合いをすること自体が大きな課題

で、いつもうまく伝えられないことで余計にモヤモヤして解決方法がわからなくなる、、、

なんてことを繰り返しています。そんな中で、ゆうすけはどんな時もそばで支えてくれてい

ますし、私の身方でいるということをちゃんと言葉にしてくれていたので、この先何があっ

てもずっとそばにいてくれるのだと絶対的な安心感を覚え、臆せずに真っ直ぐドーンとぶつ

かって行くぞ！！と今は思えています。そして、まゆさん初めぴっぴスタッフの皆様と保護

者の皆様からいただいた優しさのおかげで、今まで気づけなかった自分の豊かな感情にも気

づき、なんて幸せなんだろうと思っています。 

先月に退職したため今はゆったりとお休みする時間をもらっているのですが、仕事の継続を

迷っている際にゆうすけから「どんな選択をしたとしても全力で応援するからね」と言って

もらった言葉を忘れず、これからの人生、お互いを助け合い、楽しく生きていきたいと思い

ます！ 

最後に、たくさんの素敵な出会いをくれたゆうすけにSpecial Thanks！ 
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継続への想い                      名前  菅 悠介     

言葉に想いを乗せることが苦手な自分には、今現在の想いを整理しながら文章に残すこのよ

うな機会を与えてくださり感謝いたします。普段は妻に伝えられていない言葉を紡がせていた

だけたらと思います。一人暮らしの長かった自分にとっての『家』の存在は、仕事や遊びでの

外出先の疲れを癒す場。ほとんどが眠る為の場でした。５年前のコロナ禍に知り合いのいない

長野に移住し、暮らし始めた当初は思うように外出も帰省も出来ずに、一人で過ごす家での時

間を孤独に感じていました。たまに地元の友達が遊びに来ても、その時間が楽しければ楽しい

ほど、皆が帰った後の部屋の静けさが寂しさを増長させてくるのです。特に冬の寒さは身も心

も一層厳しく感じていたように思います。 

このみさんとの生活が始まり、家庭に人の存在があることで、冬が寒くなくなったと言った

ら過言ですが、一緒に食卓を囲みながら「この料理は上手くいった」とか、「これは失敗した」

とか、料理を食べて共感したり、くだらないことで笑い合ったり、電球は変えていないのに家

庭が明るくなったように感じています。会話をしながらだと食が進み、一時期は食べる量が増

えてしまったので今は食事量を抑えようと意識はしています。意識だけで行動が伴っていない

のが難点です。話はズレましたが元に戻して、本当に幸せな時間を過ごしています。一緒に暮

らし始めてすぐの頃、まゆさんが「家庭のルールを作るのでは無く、得意なことを得意な方が

やる。」という夫婦円満の秘訣を教えてくださり、今のところ我が家は分担制では無く、掃除洗

濯料理など出来る方がやるようになっていて、家事でのストレスは無く（一方的な私の見解で

す）、ケンカの要因と言えば、第一位は夕飯時にお酒が入った自分の余計な一言です。 

一緒に暮らし始めて２年半が過ぎ、最近はこの日常が当たり前になり過ぎていて、相手のこ

とを尊重できなくなったり、自分本位になったり、思いやりの気持ちが薄れてきたと、この文

章を書きながら反省しています。狭い家で、どこにいても互いの存在を認識するので、逆にそ

れを負担に感じてしまうことがあり、一人の時間も好きな自分は理由もなくイライラしてしま

っています。妻は朗らかな性格なのでそんな時は「一人で飲みに行っておいで」と私を送り出

してくれるのです。気分転換に隣の家の話好きのマスターの店で顔馴染みのお客さん達とたわ

いもない馬鹿話で盛り上がったり、酔っ払いのおじさんに自分の妻への接し方を説教されたり、

保護者の方にも二人で遊びにおいでと誘って頂いたり、それが気分転換になっています。ぴっ

ぴの皆様からも「最近調子どう？」とさりげなく声を掛けてくださったり、夫婦の秘訣を伝授

してくださったり、私たち二人では息が詰まってしまいそうな時も、周囲の方々の支えのおか

げでズレてしまった気持ちが、また同じ方向へ向き直すきっかけを与えて頂いています。 

元来気分屋で感情を隠すのが苦手な性格の自分ですので、一緒に暮らしていて妻には自分の

想像以上に気苦労をかけている事と思います。妻の不調の原因は自分にもあるのでしょう。半

分冗談です。本来は不調の妻を精神的に自分が支えねばならないところなのですが、肩肘貼ら

ずに接していられるのは、日頃から明るく振る舞ってくれている妻のおかげで、自分の方が精

神的に支えられています。理想の夫婦像のモデルがぴっぴには大勢いらっしゃるので、皆様の

ような明るく楽しい家庭をこれから少しずつ築いていけたらと思っています。 

今の自分があるのは妻がいてこそなので、結婚生活の継続を希望します。 

 ※提出期限 ２０２５年７月７日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


